
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模多機能型居宅介護 サービス評価 

【様式集】 

 

 

 

 

 

 

◆自己評価 

事業所自己評価・・・・・・・・・・・・・（事-①～⑨） 

 

 

◆小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

７人 5 人 0 人 0 人 1２人 

 

前回の改善計画  

利用者様にご利用に関しての「感謝の気持ち」と「おもてなし」の心が伝わる統一事項の対応について検

討、実施する。（ご家族送迎時の対応、送迎、訪問時のお声掛けや対応など）また多くの職員で送迎や訪問

の対応ができるよう、勤務時間や支援時間の見直しを都度行ない、新規アセスメントやご家族との面談、

相談の際も、介護職員が参加することで関係性構築に努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ご利用者様の送迎時間や訪問時に、ご家族とお困りごとやサービスに対してのご要望等を伺うなど、コミ

ュニケーションをとりながら「感謝とおもてなし」の気持ちをお伝えする姿勢を出すことはできたが、時

間に追われてしまい十分なお声掛けができない場面もあった。また職員の勤務時間の都合により、送迎や

ご家族とお話ができる職員に偏りができてしまった。職員の配置もご利用者様のニーズに合わせ、出勤時

間の調整を細かく行うことができた。新規アセスメントや面談時に多職種の職員で対応することができ、

職員間の情報共有に生かし、日々のケア実践することができた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

7 5 0 0 12 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

9 3 0 0 12 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

9 3 0 0 12 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

6 3 3 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

新規アセスメントへの同行、送迎時の出迎えなどで馴染みの関係づくりへの取り組みとして配慮すること

は継続の取り組みとして実施できた。また訪問等で支援に入る際の課題等もミーティング等でしっかり情

報共有することで、施設利用時以外の支援についても把握でき必要な支援内容の検討や実施を行うことが

できた。今後家族とのコミュニケーションも密にとり関係性を深めていきたいと思う。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

新規アセスメントや家族との面談、モニタリング訪問などに経験不足を感じる。 

ミーティングの時間にも訪問送迎が入ってしまうことや、認知症のご利用者様の見守り支援や、その方ご

との個別支援が多くあり、その日全員が集まっての話し合いや業務改善の時間がとりづらくなっていた。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

「感謝の気持ち」と「おもてなし」のお気持ちを忘れない様、勉強会やスピーチロックの見直し検討をする。

様々な場面やニーズに合わせて、職員が支援を行えるよう極力業務の偏りがないよう、送迎や訪問の対応がで

きるよう、勤務時間や支援時間の見直しを都度行う、新規アセスメントやご家族との面談、相談の際も、CM 以

外の職種も参加することで初期支援がスムーズに行えるよう関係性構築と実践、経験者のフォローに努める。 
 

  

事－① 



 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

7 人 5 人 0 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

引き続き小規模多機能として「在宅復帰」「在宅継続」「在宅看取り」に特化した事業所として個々の状況

や状態に応じたゴールを意識する必要がある。特にその利用者様の想いをミーティングや会議にて職員間

で共有することで日々の支援に活かすことができるようケアの組み立てを随時行う。引継ぎや情報システ

ム、共有システムの見直しや変革を行うことでよりチームワークを意識した取り組みが出来るようにする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

今年度も小規模多機能として他サービスとは違った「在宅復帰」「在宅継続」に特化した事業所として支援

をすることができていた。個々の状況に応じ他事業所へ「つなぐ」ことや「ニーズに合わせた」生活支援

を利用者様一人一人の想いご家族の想いをミーティング等で共有することで意識し取り組めた。「在宅看

取り」については、多機能では多種多様のニーズや生活状況、介護度の差が大きいことから、看取り支援

に特化した支援が難しいことも痛感した。小規模多機能だから行える支援にこれからも務めていきたいと

思う。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

6 6 0 0 12 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

5 7 0 0 12 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

5 7 0 0 12 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

8 4 0 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

毎日のミーティング内で個々の意思や意見を共有することができ、支援や関わりを通じての課題や目標に

ついて情報交換をすることができている。今年度は独居の方のご利用が多く、個々のゴールに合わせて生

活が切れ目なく支援できるように、日々の利用者の変化を職員間で情報共有をし、個別の関りを大切にし

てきた。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

時に、職員都合や職員だけの思い込みで支援をしようとしてしまう場面もあった。忙しさから、利用者ご家族との対話や声

にならないニーズにも耳を傾けることができない場面やニーズや目標を意識できずに業務をこなすことに意識が取られて

しまうことがあった。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

引き続き小規模多機能として「在宅復帰」「在宅継続」に尽力をする事業所として個々の状況や状態に応じたゴールを意識

する必要がある。特に利用者様の想いをミーティングや会議にて職員間で共有することで日々の支援に活かすことができる

ようケアの組み立てを随時行う。誰の為になぜこのような支援をしているのか常に考え、引継ぎや情報システム、共有シス

テムの見直しや職員間の意見交換を行うことでよりチームワークを意識した取り組みが出来るようにする。 
 

 

 

事－② 



 

 

 

 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

6 人 6 人 0 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

介護技術や認知症ケアへの専門的知識や技術の取得のための勉強会を引き続き実践する。特に認知症ケア

については今年度以上に力を入れケアの質の向上に努める。1 日 2 回のミーティングの差別化とシステム

の見直し検討を行うことでの情報共有の在り方を検討する。「会議の雰囲気づくり」を次世代リーダー職員

を中心に「コミュニケーションの円滑化」という目標、テーマに設定し高めていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

認知症や BCP（事業継続計画）、介護技術の勉強会を中心に職員の知識技術向上に努めることはできた。ミ

ーティングは 1回とし、その分話し合いの時間を調整した。ミーティングが日々のチームでのケアに活か

すことができた一方で、全職員が活発に話し合えるには、司会者、発表者ともに技術やコミュニケーショ

ン技術がまだ足りていない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10個以上把握できて

いますか？ 

2 8 2 0 12 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

12 0 0 0 12 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

6 6 0 0 12 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

11 1 0 0 12 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

6 6 0 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

介護技術や認知症ケアの基本技術としての声にならない声に気づくという視点は年々向上している。ケア

の内容や現状の課題、支援への変更点があればミーティング等で都度話し合いをすることが出来ている。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

以前の暮らし方やご本人の生活の中でのこだわりなどを訪問等で把握するように努めているが、難しさを

感じる。タイムリーに情報共有ができ、課題分析はできているが、すぐにその即した支援ができているか

については自信を持てない。認知症ケア、専門職としてのケア向上のための意識と技術習得を継続する。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

介護技術や認知症ケアへの専門的知識や技術の取得のための勉強会を引き続き実践する。毎日のミーティ

ングの「会議の雰囲気づくり」「意見交換が率直にできる関係性づくり」「コミュニケーションの円滑化」

「全員が参加者意識を持つ」という目標、テーマに設定しミーティングの質を高めていく。 
 

 

事－③ 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

6 人 6 人 0 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

情報発信と地域へのアプローチが引き続き課題である。施設周辺においては委員会活動の充実化と利用者

様と地域との交流を図る。広報誌の発行、他機関への情報提供、インスタグラムなどのＳＮＳを活用し、

プレーゲあしたかの広報活動を実施する。地域における個々のご利用者様へのケアにおいては近隣の方や

民生委員さんなどとの顔合わせや連携を図り、柔軟な支援に対応できるようにしていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

「地域活動員会」を中心に、小学校の登下校の見守り活動において今年度からは、ご利用者様が参加する

ことができ、小学生との交流・挨拶活動を通して、楽しみを持つことや地域の一員であることを意識づけ

することができた。SNS 等の広報活動については今年度は活発に行えなかった。民生委員さんや自治会長

様とは利用者様のケースや事例に合わせて、意見交換やトラブル対処等で意見交換や連携を図れた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

2 5 5 0 12 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

5 5 2 0 12 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

5 5 2 0 12 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

3 5 4 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

独居の方の支援が増え、地域の民生委員さんとの顔合わせや地域の方との挨拶を中心に活動することを意

識することができた。何か困りごとのある時にご連絡いただけるよう顔の見える関係づくりに努めた。生

活全般に関わり、支援する方が多くなってきたので、施設利用時以外の生活の様子も把握するように努め

ている。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

情報発信するという点について広報誌の発行やインスタグラムなどＳＮＳの活用を進めていく必要があ

る。限られた地域や関係性の中での活動が中心であった為、広域での活動ができないか検討していく 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

情報発信と地域へのアプローチが引き続き課題である。施設周辺においては委員会活動の充実化と利用者

様と地域との交流を図る。広報誌の発行、他機関への情報提供、インスタグラムなどのＳＮＳを活用し、

プレーゲあしたかの広報活動を実施する。地域における個々のご利用者様へのケアにおいては近隣の方や

民生委員さんなどとの顔合わせや連携を図り、柔軟な支援に対応できるようにしていく。 
 
 
 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

事－④ 



 

 

 
 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

10 人 2 人 0 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

小規模多機能型サービスとして引き続き柔軟な対応に努め、独居や認知症、在宅復帰、在宅での看取り支

援に力を入れ、事業所の特性を十分に活かしたケアを実施する。昨年度始めた地域活動委員会を中心に、

事業所が地域で利用者と活動し交流することを目的とし、知名度アップと地域貢献に努める。また看取り

ケースについてはしっかり振り返りを行い、次に活かすことができる支援を深めていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

小規模多機能型サービスの特性を踏まえたうえで、通い、宿泊、訪問については柔軟な対応が出来ている。

今年度は退院後の自宅への在宅復帰支援や独居の方の生活支援にも力を入れることができた。また地域活

動委員会の発足を元に、地域での活動が定着できるよう継続していきたい。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

2 9 1 0 12 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

11 1 0 0 12 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

11 1 0 0 12 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

9 3 0 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

小規模多機能の機能を柔軟かつ即対応できるような支援に取り組めている。特に在宅復帰ケース、独居の方の

支援に積極的に取り組むことができた。職員間でのミーティングやコミュニケーションは行えている 

管理者が不在であっても、緊急時の支援を現場職員で判断し切れ目のない支援を実施することができている 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

ご利用者様の利用希望が多くなり、調整が必要となる場面や、限られた職員数の中で、支援が苦慮される

場合もあった。生産性向上やムダ・ムラ・ムリをなくすといった事業所運営に当たっての業務改善を実施

する必要があると考える。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

小規模多機能型サービスとして引き続き柔軟な対応に努め、独居や認知症の方の支援や、在宅復帰に力を

入れ、事業所の特性を十分に活かしたケアを実施する。昨年度始めた地域活動委員会を中心に、事業所が

地域で利用者と活動し交流することを目的とした域貢献に努める。ICT の活用や業務の効率化及び生産性

向上やムダ・ムラ・ムリをなくすといった事業所運営としての工夫や努力をすることで、利用者様やご家

族様へ還元ができるようにする 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

事－⑤ 

 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3 人 6 人 3 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

今年度開始した、施設内地域活動委員会の取り組みを、定期巡回型サービスとも協働して、地域の子供た

ちや地域の方々に知っていただくことができるように更なる取り組みを実施する。委員会では交通安全啓

発や環境活動、事業所では慰問やボランティアの受け入れ、ほっと Café の地域開放などの取り組みを検

討、実践できるようにする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

地域での活動は委員会が先立ち、事業所職員も協力することで少しずつではあるが地域の方に知っていた

だく機会を設けることができた。慰問やボランティアの受け入れも今年度から再開することができた。ほ

っと以前の目的の Café 活動は休止し、施設内行事としての café 活動や、コロナ化以前のご利用者様の季

節に合わせえた行事や慰問活動、施設内部署ご利用者様・お子様との交流が再開できるように努めた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

2 4 7 0 12 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

3 5 3 0 12 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

0 0 6 6 12 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

0 3  6 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

包括支援センター主催のイベントのお手伝い、地域のケアマネ交流会などに参加することはできた。コロ

ナ化前までとはいかないが、慰問やボランティアさんの受け入れ、行事を通した交流を図ることなど、楽

しみや生活のメリハリの機会を作ることができた。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域活動委員会での活動を通して、私たちから地域交流に出向くことは少しずつできているが、感染症や

時間的な制約等で地域の行事には参加できていない。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

施設内地域活動委員会の取り組みを、定期巡回型サービスとも協働して、地域の子供たちや地域の方々に

知っていただくことができるように更なる取り組みを実施する。委員会では交通安全啓発や環境活動、事

業所では慰問やボランティアの受け入れ、地域交流などの取り組みを検討、実践できるようにする。 

 
 

 

 

 
 

 

事－⑥ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

5 人 3 人 4 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

今年度取り組みを行った「全職員が事業所運営に携われるようにし、チームワークの向上と利用者様のケ

アに活かすことができる」目的の運営責任者への取り組みを継続して、全職員が事業所の運営に携わるこ

とができるようにしていく。また広報担当者の設置、委員会活動に積極的に取り組み、地域に開かれたそ

して必要となれるサービスを目指していく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

今年度は人事関係から、大きく部署内の組織や人員配置が変わったので、運営責任者は配置しなかった。

その分、全職員が管理者や計画作成担・現場多職種等の様々な立場からの意見交換や、柔軟な支援が必要

な場面でも、特定の人がいなければ運営ができないという状況を作らないように、業務分担の変更や、通

信連絡手段を用いての連絡体制を構築し、当者事業所の運営に携わるという意識を持つことができた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

8 4 0   0 12 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

9 3 0 0 12 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

6 6 0 0 12 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

3 9 0 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

苦情やご要望に対して、チームの責任と考え、真摯に受け止めつつ、改善や信頼回復に全職員で取り組む

ことができた。情報共有、チームケアは継続できている。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

会議の雰囲気づくり」「意見交換が率直にできる関係性づくり」「コミュニケーションの円滑化」「全員が参

加者意識を持つ」といったさらに活発な職員間の意見交換が行えるための意識技術の習得が必要。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

全職員が管理者や計画作成担・現場多職種等の様々な立場からの意見交換や、柔軟な支援が必要な場面で

も、特定の人がいなければ運営ができないという状況を作らないように、業務分担の変更や、複数人が担

当業務内容を把握でき補助に入れるような仕組み組織づくりを行う。通信連絡手段を用いての連絡体制を

構築し、一人ひとりが当者事業所の運営に携わるという意識を持つ。 
 
 
  

事－⑦ 



 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

7 人 5 人 0 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

一日一件の利用者様の生活に関した「気づき」とリスクマネジメントの視点における「気づき」を職員内

で日々共有する。具体的には毎日のミーティング内で２件の「気づき」を共有し、それを記録に残すこと

とする。また職員一人一人が常にスキルアップを目指し、職場内研修会の実施、可能な限りの外部研修へ

の参加を実施し、全職員が講師となって職場内勉強会の企画・運営を行う。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

「気づき」を共有できるようにミーティング等でもしっかり話し合いを行うことができた。生活における

気づきは多く上がったが、事故対策や予防に際してのヒヤリハットは少なく 1日 1件あげることができな

かった。認知症ケアの取り組みや、BCP 感染症対策・防災対策・机上訓練については計画実施することが

できた。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

 

11   1 0 0 12 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

5 6 1 0 12 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

0 0 12 0 12 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

6 6 0 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

個々のスキルアップとして、資格の取得や外部勉強会の参加や、施設内勉強会研修に参加することができ

ている。リスクマネジメントをとおして、利用者様ご家族様の個々のお気持ちやこだわりを知ることで日々

の業務に活かすことができた。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

職場内での身近なスキルアップをする機会が取りやすい為引き続きその機会を活かせるようにしていく必

要がある。地域連絡会の開催はなかったが、施設独自としても地域に根差した介護施設を目指し地域活動

や地域貢献に取り組む必要があると考えて、委員会活動を始めたため、継続していきたいと考えている。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

一日一件の利用者様の生活に関した「気づき」とリスクマネジメントの視点における「気づき」を職員内

で日々共有する。具体的には毎日のミーティング内で「気づき」を共有し、それを記録に残すこととする。

また職員一人一人が常にスキルアップを目指し、職場内研修会の実施、可能な限りの外部研修への参加を

実施し、全職員が講師となって職場内勉強会の企画・運営を行う。 
 
 

 
 

 

  

事－⑧ 



 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 8 年 1 月  8 日（17：30 ～ 19：30 ） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 12 名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 
3 人 7 人 2 人 0 人 12 人 

 

前回の改善計画  

身体拘束や虐待防止についてはないことは当然として今後も取り扱いと共に、今年度発足した委員会活動

での施設内連携と外部からの意見や評価を含め、定期的なチェック体制を保持していきたい。介護者目線

でなく、ご利用者目線、お客様対応としてのケアが提供できるよう専門職としてさらなる向上心、また慣

れにならないような危機感を感じながら緊張感ある職場環境が必要と感じる 

前回の改善計画に対する取組み結果  

接遇委員会や虐待防止権利擁護委員会の活動を通して、振り返りや勉強会専門職としての配慮や気づきを

共有する機会を定期的に実施することができた。ご利用者様に対する感謝の言葉を更に出す、直接気持ち

をお伝えすることができるよう目指したい。向上心や危機感を持つことが常に必要と考え、業務改善によ

り利用者様も職員も、毎日が満足できるような環境づくりに努めていきたい。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

12 0 0 0 12 

② 
虐待は行われていない 

 

 

12 0 0 0 12 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

7 7 0 0 12 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

8 4 0 0 12 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

12 0 0 0 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

身体拘束、虐待をすることもする必要のある人もいない。個人情報についてもきちんと管理できている。

ケアにおいては個々のご要望や職員間でのより良いケアに対しての話し合いを行うことでリスクの少ない

方法と丁寧な介護を心がけている。勉強会や研修会も定期的に開催出来ている 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

プライバシーに対しても完璧でなく、職員の私的なお話や、利用者様の個人情報に関して、デイフロア内・

桜草リビングで情報共有をすることで、そぐわない声の大きさやトーンで話をし、利用者様によっては、

聞こえてしまい、思い込みや、勘違い、作話にもつながる恐れがあった。環境面に配慮した対応や気配り

ができていなかった。個人情報の管理には職員同士の会話にも更なる配慮が必要であり、見直しの必要性

がある。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

今後も委員会を中心に、身体拘束や虐待防止権利擁護については定期的な見直し勉強会、意見や評価を含

め、定期的なチェック体制を継続する。介護者目線でなく、ご利用者目線、お客様対応としてのケアが提

供できるよう専門職としてさらなる向上心、また慣れにならないよう、プライバシーの保護や TPOに合せ

た接遇意識を持つ職場環境を構築していく。 

事－⑨  



 

 

2025 年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人 春風会 代表者 石川 三義 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

私たちプレーゲあしたか小規模多機能職員は 

〇その日、その時、その一瞬の出会いに感謝して、あなたの笑顔を引き出し共に笑います。 

〇あなたの力とあなたらしい暮らしを支える為、真心の専門職と One チームに努めます。 

〇どんな時でも心に寄り添い、耳を傾け、優しさと温かさであなたをいつも大切にします。 

という「介護理念」にて業務運営に努めています。ご利用者様・ご家族様の生活ニーズの

多様化や支援内容、支援の時間帯の個別化が進む中でも、在宅生活が継続でき「楽しみ・

生きがい・やりがい」が生活の中で感じられ、「なじみある環境」で安心できるサービスを

心がけ「満足度の高いサービスと安定した経営」を目指します。多くの方に「プレーゲ」

を知って頂き、小規模多機能サービスの良さを理解して頂ける様活動したいと考えていま

す。 

事業所名 

小規模多機能型 

居宅介護支援事業所 

プレーゲあしたか 

管理者 藤井 剛司 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 １人 1 人 人 1 人 １人 2 人 12 人 人 20 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

次年度も気持ちがとぎれること

なく、一人一人が責任感とリーダ

ーシップ・フォローアップシップ

の意識を持てるような職場環境

を目指す。 

ご利用者様と接する際は「声をか

けやすさ」「親しみやすさ」「安心

感・優しさ」が感じられるように、

言葉遣いや声のトーン、顔の表情

をコントロール出来る様に意識

すること、また職員一人の態度が

部署全体の態度になってしまう

事を職員一人ひとりに自覚して

もらうよう、勉強会や研修会を通

して技術や専門知識習得に努め

ていく。 

臨機応変で柔軟な支援を通しこ

れからも9テーマの改善計画につ

部署内の組織や人員配置が変わ

ったことから、現場多職種等の

様々な立場からの意見交換や当

者事業所の運営に携わるという

意識を持つことや、ご利用者様の

ニーズに合わせ、勤務時間の調整

を細かく行うことで支援の工夫

ができる職場環境として意識し

て取り組めた。認知症ケアの取り

組みや、BCP 感染症対策・防災対

策・机上訓練については計画実施

し、専門知識習得にと止めること

ができた。 

利用者様・ご家族様との交流や接

する際の円滑なコミュニケ―シ

ョンは部署内で勉強会や実際の

声など事例や実体験を通し、互い

に声掛け注意や改善意識して取

・利用の想いの実現、ニーズに合

わせた柔軟な対応、地域密着とい

った多機能の特徴特性を意識し

た取り組みや実践をされている

と感じました。 

・運営について責任者を配置しな

かったことによる変化がより良

い方向に行くことができたが、お

おざっぱにならない配慮をして

いただきたい。 

・こういった年度の振り返りだけ

でなく、毎日のミーティングが行

われていることが良い点だと思

います。 

・このようなことを考えながら私

たち家族や母のことをサポート

していただき、ありがとうござい

ます。無理のない範囲でやって頂

気持ちがとぎれることなく、一人

一人が責任感とリーダーシップ・

フォローアップシップの意識を

持てるように、向上心や危機感を

持ちつつ、利用者様の視点での業

務改善を行いながら、利用者様も

職員も、毎日が満足できるケアや

多機能の環境を目指す。 

「声をかけやすさ」「親しみやす

さ」「安心感・優しさ」が感じられ

るよう、さらに一人ひとりが自覚

の意識を持ち、業務内や日々の利

用者様・ご家族様との交流や接す

る際に感じたことや変化をミー

ティングや勉強会や研修会を通

して技術や専門知識習得に努め

ていく。 

 



 

 

いての取り組みを行う。 り組むよう自覚の促しを行って

きたが「職員が忙しそう」「言いづ

らい」といった遠慮や気遣いをさ

れてしまうことがあったので、私

たち職員とのこころの壁がない

ように、今後も取り組む必要があ

る。 

・全職員が活発に話し合えるに

は、司会者、発表者ともに技術や

コミュニケーション技術がまだ

足りないと感じる。 

・話し合いを通して、事故対策や

予防の意見交換は行えたが、ヒヤ

リハットは年間を通して少なか

った。  

臨機応変で柔軟な支援を通しこ

れからも9テーマの改善計画につ

いての取り組みを行う必要性を

感じます。 

けたらと思います。 

・事故対策や予防におけるヒヤリ

ハットを常に継続して行うこと

は難しいと思いますが、重大な事

故防止の為、引き続き対応いただ

きたいです。 

臨機応変で柔軟な支援を通しこ

れからも9テーマの改善計画につ

いての取り組みを行う。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・多機能職員として、自身の職

責や役割担当業務を通して、ご

利用者様のお気持ちやご利用者

さまの視点目線を忘れずに、居

心地の良い環境を整え、人的環

境を含めた過ごしやすいケアを

支援する。 

・委員会活動を中心に施設内事

業所と連携し施設としての活動

を実施する。 

 

・今年度は季節の変化による、体

調の悪化により、在宅での生活が

困難になってしまうことが多く

あった。職員が自宅訪問時、気温

や天候に合わせて生活環境やサ

ービス内容を整えることが必須

となり、またその情報交換に努

め、職員間で共有と、臨機応変な

環境整備やケアを行うことが、今

後も必要であると強く感じた。 

・感染症対策を引き続き行い、流

行時における消毒や体調観察等

感染症対応を行うとともに、突発

的な発生においても迅速な感染

症対応が行えるように勉強会や

通いの空間では居心地よい空間

ができていると思います。 

・コロナ対策用の消毒の臭気漏

れが気になります。 

・以前行っていた、流しそうめ

んや、冬のもちつきなどあると

より季節感が感じられると思い

ます。 

・連絡帳やお写真で様子を報告

していただき、分かりやすいで

すし、質問等に送迎時や電話で

良く教えていただき有難いで

す。 

・インフルエンザに家族がかか

ってしまった際は、緊急で預か

多機能職員として、自身の職責

や役割担当業務を通して、ご利

用者様のお気持ちやご利用者さ

まの視点目線を忘れずに、その

時の置かれている状況や生活変

化に目を向け、緊急時の臨機応

変な環境整備を行いながら 

日々の居心地の良い環境を整

え、人的環境を含め、安定した

過ごしやすい生活環境やケアを

支援する。 

・委員会（虐待防止権利擁護・

地域貢献・感染症対策・防災

等）活動を中心に施設内事業所



 

 

物品の管理を行ってきた。 

・感染症の流行や、部署内の組織

や人員配置が変わったことから、

これまで取り組んでいた年間行

事を縮小や中止したこともあり、

課題と感じます。 

って頂いたり、アドバイスをい

ただき助かります。 

・事業所内は清潔が保たれ、利

用者さんにとって快適な心地よ

い空間になっていると思いま

す。 

・施設の敷地内も拝見する限

り、いつもきれいに整備されて

いると感じています。 

・地域の方がふらっと気軽に立

ち寄るのは立地的に難しいと思

いますが、取り組まれている

「地域へのアプローチの継続」

が地域とのつながりを深めてい

くことにつながるのではないか

と思います。 

と連携し施設としての活動を実

施する。 

これまで培ってきた「楽しみ・

生きがい・やりがい」を持てる

「季節を感じる行事活動・交流

運動レク活動・個別レク活動」

のプログラムを、今の多機能職

員が行える取り組みにシフトし

ながら改善工夫をし、プログラ

ムの継続を図る。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

地域貢献委員会活動に引き続き

多機能職員も参加し施設内事業

所と連携し、時にご利用者様にも

ご協力いただきながら施設とし

ての活動を実施する 

・今年度も地域貢献活動委員会に

多機能職員が参加し、地域見守り

隊の「小学校の登下校見守りあい

さつ運動」「地域の清掃活動」を中

心に委員会や定期巡回型サービ

スとも連携し、多機能ご利用者も

地域の一員として参加できるよ

うにプレーゲ全体で活動を継続

することができた。活動を通し、

地域の方へプレーゲを知ってい

ただくように地域との密着度を

深める活動を行った。 

・送迎時にお見送りがその職員に

もできていると思います。 

・定期的に地域の小学生の見守り

をされているのを拝見していま

す。良い活動ですし、お年寄りの

方もいい刺激になると思います。

子供たちにとっても、今高齢の方

と触れ合う機会が減っていると

思うので、良いことだと思いま

す。 

・職員さんだけでなく、その活動

に利用者さんが参加しているこ

とが、とても素晴らしいと思いま

す。 

・校区内の「認知症サポート養成

講座」や包括支援センターで開催

されている「フレイル予防教室」、

包括主催の会議等にも、積極的に

地域貢献委員会活動に引き続き

多機能職員も参加し施設内事業

所や施設外の事業所と連携し、時

にご利用者様にもご協力いただ

きながら施設としての活動を実

施する 



 

 

参加していただき、有難いです。

特に「フレイル予防教室」には多

機能ＰＴさんや併設されている

特養や訪看の職員さんにご協力

をいただいていますが、教室に参

加されている地域の皆さんにも

好評で、活動を通して「プレーゲ

あしたか」のことを知った地域の

方々も多くいらっしゃるのでは

ないかと思います。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

必要に応じ、お住いの地域の民

生委員さんや、地域のキーパー

ソンとなる方へ個人情報の扱い

に気をつけながら情報発信や意

見交換を行う。隣近所の方に顔

合わせたときに、ご挨拶を行

い、なじみの関係性構築へつな

げる。介護職員が利用開始前の

初期段階から自宅訪問やアセス

メント、地域資源の確認を行

い、地域での暮らしの在り方を

考え、提案できるようにする。 

・多職種職員が外に出てご利用者

情報収集や、新たなケア方法の提

案という観点では、今年度も実施

することができた。また、高齢者

世帯の方、独居の方がお住いの地

域の民生委員さんや、隣近所の方

にご挨拶や連絡先をお伝えする

ことを定期的に行い、知っていた

だくことを地域の方のつながり

を意識して行動したが、地域性に

もよるが、まだなじみの関係性が

気づけるまでに至っていない方

もいる。 

・介護職員が利用開始前の初期段

階から自宅訪問やアセスメント、

地域資源の確認を行うことはで

きたが、ケア生活の提案力や介護

や福祉関係の情報発信はこれか

らも知識や技術を磨いていく必

要がある。 

・利用者以外の方との関りについ

ては事業様他、自治会や地域包

括との連携のもと協力の上、ご

対応をすすめていただきたい

です。 

・必要に応じて民生委員さんと情

報共有したり、連携を図りなが

ら、支援してくださっていると

思います。 

・利用者さんのみならず、その家

族や近隣の方にも配慮ができ

ていると思います。 

・業務の調整が大変かとおもいま

すが、利用者さんが地域の行事

やイベントに参加できる機会

があると良いのかなと思いま

す。 

・運営推進会議でも多機能の利用

者さんが参加され、意見を述べ

ていただいていると思います。 

・外出活動支援も感染症対策を行

いながら継続していただきた

いと思います。 

必要に応じ、お住いの地域の民生

委員さんや、地域のキーパーソン

となる方へ個人情報の扱いに気

をつけながら情報発信や意見交

換を行う。隣近所の方に顔合わせ

たときに、ご挨拶を行い、なじみ

の関係性構築へつなげる。介護職

員が利用開始前の初期段階から

自宅訪問やアセスメント、地域資

源の確認を行い、地域での暮らし

の在り方を考え、提案できるよう

にする。 



 

 

・一人ひとりの職員さんが、新規

のアセスメント時や、送迎訪問

時などで、利用者さん宅を訪問

しながら、在宅や地域での暮ら

しを意識した支援をしてくだ

さっていると思います。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・運営推進会議には介護職員が

参加し、話やすい和やかな雰囲

気づくりに努める。 

・今の世情を考慮し共存しなが

ら、行事活動や地域貢献の情報

を発信することを続け、多機能

のことを知っていただきなが

ら、外部の皆様の多角的なご意

見をいただくことができ、新た

な気づきや改善につなげる。 

・ 

・参加ご利用者様が緊張しないよ

うに、参加前からの打ち合わせや

当日の雰囲気づくりに継続して

取り組んだ。今年度も毎月利用者

様にも直接参加していただき、率

直なご意見をいただけた。 

・行事活動や地域貢献、安全安心

への取り組みや、情報を発信する

ことを続け、多機能のことを知っ

ていただきながら、外部の皆様の

多角的なご意見をいただくこと

ができ、新たな気づきや改善につ

なげることができた。 

・運営推進会議で直接利用者様や

そのご家族からご要望やご感想

を伺えるため、とても参考になっ

ています。 

・調整が難しいかもしれませんが

管理者さんだけでなく、介護職員

さんも運営推進会議に参加でき

るとよいと思います。 

・会議内でわかりやすく、活動報

告をされていると思います。毎回

ではなくていいので、ご家族様か

らの意見も頂けたらと思います。 

・より活動を知っていただくため

に、ボランティアさんが参加され

るのはいかがでしょうか？ 

・会議の中で、民生委員さんから

話題としてあがる地域の課題や

地域の取り組みに対して、いつも

事業所として何かできそうなこ

とがあるか考えて下さっている

ように思うので、これからも引き

続きお願いできればと思います。 

運営推進会議には介護職員が参

加し、話やすい和やかな雰囲気

づくりに努める。 

・行事活動や地域貢献、安全安

心への取り組みや、情報を発信

することを続け、多機能のこと

を知っていただきながら、外部

の皆様の多角的なご意見をいた

だくことができ、新たな気づき

や改善につなげる。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

新しい情報や、備品の管理更新

を行いながら、プレーゲ全体で

防災意識や地域の災害時おける

拠点になるように施設内委員会

を中心に、定期的な防災訓練を

実施するとともに、策定した

・定期的な防災訓練の実施、BCP

の策定、模擬訓練や対応訓練を実

施することができた。 

・福祉避難所としての役割を担う

ことや、災害時の多機能の営業中

止・営業再開における課題や職員

・防災での地域との交流は私た

ち他施設でも課題であると考え

ています。他施設の活動や取り

組みを参考にされてはいかがで

しょうか？ 

福祉避難所としての役割を担う

ことを念頭に、施設内委員会を

中心に定期的な防災訓練を実施

するとともに、策定した BCP の

共有や更新、備品の管理を行

い、防災意識向上や地域の災害



 

 

BCP の共有と福祉避難所運営に

ついて施設内で取り組み検討、

訓練を実施する。 

ご利用者様双方に不安はどうし

ても残るので、繰り返し勉強や訓

練、新しい情報を更新や発信をし

ながら、有事に備えていきたい。 

 

・災害時に営業が中止になるの

は家族として不安な部分があり

ますが、臨機応変に対応される

と聞いて安心しています。 

・施設内事業所や、あしたかホ

ームと共同しながら防災・災害

対策に取り組んでい頂いている

と思います。 

・小規模多機能だけでは、災害

防災対策は難しいと思うので、

今後も施設全体で、また近隣の

事業所との共同や地域の方々の

協力を得ながら対応対策される

のが良いかと思います。 

・高台にある施設で、設備や備

品が整っているので、災害時に

は地域の頼りになる存在だと思

います。 

時おける拠点になるように実施

する。 

多機能の部署としての災害時に

おける支援や行動指針について

繰り返し勉強会や訓練を実施し

ていく。 

 

 



 

 

 


